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すると、2014 年も 2016 年も日本はアジアの中で最下位である。このように日本は４技能す
べてで低いが、特にリーディングの得点よりもスピーキングのそれが低いという特徴がある
ことを指摘した。そうした英語力はビジネスにおける国際競争力にも影響を及ぼしている。 
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 またこの章の３節では、2013年に開講したディベートクラスの参加学生の、第 1回の授業
と第 15回の授業において、社会問題に対する英語で論述する力の差を検証した。文法の誤り、
スペリングミスについては一切を無視した。ここでは社会問題に対する認識が高まったこと、
英語ディベートにおけるスピーチ時間が伸びたことを強調した。同趣旨で４節では 2015年の
ディベートの授業の参加者に、社会問題に対する英語の語彙数の変化を初回と最終回で比較
した。やはり語彙数に大幅な伸びが見られることを明らかにした。 
 グローバル人材は、アカウンタビリティ、シティズンシップ、英語力を備えていることが
求められる。地球的な課題が数多く現出する中で、大きな枠組みから見れば、そうした地球
的な課題についてグローバルな視座を持つのみならず、積極的に取り組む資質と力量がなけ
ればグローバルな貢献はできない。大学教育の場でそれをどのように鍛錬するか。その最適
な方法の一つとして、英語ディベートが有用であることを論じた。 
 
